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１４

５ ２

　
　
25
日（
金
）

　
　
24
日（
木
）

　
　
23
日（
水
）

　
　
21
日（
月
）

　
　
19
日（
土
）

　
　
18
日（
金
）

　
　
17
日（
木
）

　
　
16
日（
水
）

　
　
15
日（
火
）

　
　
14
日（
月
）

　
　
13
日（
日
）

　
　
12
日（
土
）

３
月
11
日（
金
）

日　
時

11
：
00

11
：
01

18
：
25

17
：
39

15
：
36

７
：
45

５
：
44

21
：
23

19
：
03

14
：
46

・
第
一
原
発　

�

半
径
20
～
30
㎞
圏
内
自
主

避
難
要
請

・
第
一
原
発　

�

３
号
機
で
作
業
員
の
被
ば

く
を
確
認

・
第
一
原
発　

�

２
、
３
号
機
か
ら
白
煙
発

生

・�

福
島
県
産
の
原
乳
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

カ
キ
ナ
の
出
荷
停
止

　
※�

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
カ
キ
ナ
は
茨
城
、
栃

木
、
群
馬
の
各
県
産
も
出
荷
停
止
。

・
第
一
原
発　

�

３
号
機
に
東
京
消
防
庁
ハ

イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
に
よ

る
放
水

・
第
一
原
発　

�

３
号
機
へ
自
衛
隊
に
よ
る

海
水
投
下

・
第
一
原
発　
３
号
機
か
ら
白
煙
発
生

・
第
一
原
発　

�

半
径
20
～
30
㎞
圏
内
屋
内

退
避
指
示

・
第
一
原
発　
３
号
機
で
水
素
爆
発

・
第
一
原
発　
半
径
20
㎞
圏
内
避
難
指
示

・
第
二
原
発　
半
径
10
㎞
圏
内
避
難
指
示

・
第
一
原
発　
１
号
機
で
水
素
爆
発

・�

東
京
電
力
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所

（
以
下「
第
二
原
発
」）

　
　
半
径
３
㎞
圏
内
避
難
指
示

　
　
半
径
10
㎞
圏
内
屋
内
退
避
指
示

・
第
一
原
発　
半
径
10
㎞
圏
内
避
難
指
示

・�

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

（
以
下「
第
一
原
発
」）

　
　
半
径
３
㎞
圏
内
避
難
指
示

　
　
半
径
10
㎞
圏
内
屋
内
退
避
指
示

・
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言

・
地
震
発
生

　
　
震
源
地　
三
陸
沖

　
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド　
９
・
０

　
　
最
大
震
度　
７（
宮
城
県
栗
原
市
）

地
震
・
原
発
事
故

・
市
水
道
全
面
復
旧

・
東
北
自
動
車
道
一
般
車
両
通
行
再
開

・
市
立
小
学
校
卒
業
式
中
止

・
市
内
放
射
線
量
測
定
開
始

　
（
最
高
８
・
７
μ
Sv
／
h
）

・
浪
江
町
民
が
二
本
松
市
に
避
難

・
停
電
全
面
復
旧

・�

高
速
バ
ス（
福
島
～
郡
山
間
、福
島
～
仙
台
間
）

運
行
再
開

・
市
内
10
カ
所
に
給
水
所
を
設
置

・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
が
不
足
し
始
め
る

・�

男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
に
双
葉
地
方
の
老
人

ホ
ー
ム
等
か
ら
避
難

・�

友
好
都
市
で
あ
る「
駒
ヶ
根
市
」か
ら
給
水
の

た
め
の
人
的
支
援
や
物
的
支
援
を
受
け
る

　

�（
そ
の
後
も
、
保
健
師
を
始
め
と
す
る
人
的
支

援
や
物
的
支
援
を
継
続
的
に
頂
く
）

・
市
立
中
学
校
卒
業
式

・
最
大
震
度
６
弱
を
観
測

　
　
住
家
被
害　
　
全
壊　
　
　
11
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
大
規
模
半
壊
・
半
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
７
５
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
損
壊　
５
３
９
９
棟

　
　
非
住
家
被
害　
公
共
施
設　
93
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他　
　
１
４
０
棟

　
　
※�「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半
壊（
生
活
環
境
の

保
全
に
大
き
な
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
も

の
）」と
な
っ
た
家
屋
の
う
ち
１
３
１
棟
は
、

市
費
に
よ
り
解
体
撤
去
。

・
各
避
難
所
へ
避
難
が
始
ま
る

　
（
最
多
時
約
１
０
０
０
人
の
市
民
が
避
難
）

・
東
北
自
動
車
道
通
行
止
め

・
東
北
新
幹
線
・
JR
在
来
線
運
転
見
合
わ
せ

・�

一
般
回
線
電
話
・
携
帯
電
話
が
繋
が
り
に
く

い
状
況

二
本
松
市

３

2広報にほんまつ　2021.3

平
成
平
成
2323
年
３
月

年
３
月
1111
日
午
後
２
時

日
午
後
２
時
4646
分
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）

分
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）

が
発
生
し
、
二
本
松
市
は
震
度
６
弱
の
強
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

が
発
生
し
、
二
本
松
市
は
震
度
６
弱
の
強
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
地
で
家
屋
の
損
壊
や
道
路
の
寸
断
が
発
生
。
停
電
や
断
水
が
相
次
ぎ
、
被

市
内
各
地
で
家
屋
の
損
壊
や
道
路
の
寸
断
が
発
生
。
停
電
や
断
水
が
相
次
ぎ
、
被

災
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
所
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

災
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
所
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
と
津
波
の
影
響
に
よ
り
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
、

ま
た
、
地
震
と
津
波
の
影
響
に
よ
り
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
、

二
本
松
市
は
、
市
外
か
ら
も
大
勢
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
本
松
市
は
、
市
外
か
ら
も
大
勢
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、
地
区
役
員
や
消
防
団
、
民
生
児
童
委
員
の

地
域
住
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、
地
区
役
員
や
消
防
団
、
民
生
児
童
委
員
の

皆
さ
ま
が
中
心
と
な
っ
て
未
曾
有
の
災
害
へ
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
が
中
心
と
な
っ
て
未
曾
有
の
災
害
へ
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
災
害
が
頻
発
し
、
激
甚
化
し
て
い
る
中
、
私
た
ち
は

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
災
害
が
頻
発
し
、
激
甚
化
し
て
い
る
中
、
私
た
ち
は

震
災
の
教
訓
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

震
災
の
教
訓
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
未
来
へ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
未
来
へ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

【
震
災
発
生
時
の
主
な
経
過
】

あ
の
日
か
ら

あ
の
日
か
ら
1010
年年
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１_�地震の被害を受けた市民交流センター
２_二本松駅構内の電光掲示板
３_�各地で道路の被害が発生
４_マンホールの隆起による通行止め
５_�停電により交差点で交通整理する警察
官

６_多くの人が集まった避難所
７_駒ヶ根市の協力を受けながらの給水
８_婦人会の皆さんらによる炊き出し
９_�男女共生センターで行われた被ばくス
クリーニング検査

10_�震災発生直後から地域の見守りに活躍
する消防団

11_地震による揺れで本が散乱する図書室

６1 0

９ ７

８

　
　
25
日（
金
）

　
　
24
日（
木
）

　
　
23
日（
水
）

　
　
21
日（
月
）

　
　
19
日（
土
）

　
　
18
日（
金
）

　
　
17
日（
木
）

　
　
16
日（
水
）

　
　
15
日（
火
）

　
　
14
日（
月
）

　
　
13
日（
日
）

　
　
12
日（
土
）

３
月
11
日（
金
）

日　
時

11
：
00

11
：
01

18
：
25

17
：
39

15
：
36

７
：
45

５
：
44

21
：
23

19
：
03

14
：
46

・
第
一
原
発　

�

半
径
20
～
30
㎞
圏
内
自
主

避
難
要
請

・
第
一
原
発　

�

３
号
機
で
作
業
員
の
被
ば

く
を
確
認

・
第
一
原
発　

�

２
、
３
号
機
か
ら
白
煙
発

生

・�

福
島
県
産
の
原
乳
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

カ
キ
ナ
の
出
荷
停
止

　
※�

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
カ
キ
ナ
は
茨
城
、
栃

木
、
群
馬
の
各
県
産
も
出
荷
停
止
。

・
第
一
原
発　

�

３
号
機
に
東
京
消
防
庁
ハ

イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
に
よ

る
放
水

・
第
一
原
発　

�

３
号
機
へ
自
衛
隊
に
よ
る

海
水
投
下

・
第
一
原
発　
３
号
機
か
ら
白
煙
発
生

・
第
一
原
発　

�

半
径
20
～
30
㎞
圏
内
屋
内

退
避
指
示

・
第
一
原
発　
３
号
機
で
水
素
爆
発

・
第
一
原
発　
半
径
20
㎞
圏
内
避
難
指
示

・
第
二
原
発　
半
径
10
㎞
圏
内
避
難
指
示

・
第
一
原
発　
１
号
機
で
水
素
爆
発

・�

東
京
電
力
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所

（
以
下「
第
二
原
発
」）

　
　
半
径
３
㎞
圏
内
避
難
指
示

　
　
半
径
10
㎞
圏
内
屋
内
退
避
指
示

・
第
一
原
発　
半
径
10
㎞
圏
内
避
難
指
示

・�

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

（
以
下「
第
一
原
発
」）

　
　
半
径
３
㎞
圏
内
避
難
指
示

　
　
半
径
10
㎞
圏
内
屋
内
退
避
指
示

・
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言

・
地
震
発
生

　
　
震
源
地　
三
陸
沖

　
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド　
９
・
０

　
　
最
大
震
度　
７（
宮
城
県
栗
原
市
）

地
震
・
原
発
事
故

・
市
水
道
全
面
復
旧

・
東
北
自
動
車
道
一
般
車
両
通
行
再
開

・
市
立
小
学
校
卒
業
式
中
止

・
市
内
放
射
線
量
測
定
開
始

　
（
最
高
８
・
７
μ
Sv
／
h
）

・
浪
江
町
民
が
二
本
松
市
に
避
難

・
停
電
全
面
復
旧

・�

高
速
バ
ス（
福
島
～
郡
山
間
、福
島
～
仙
台
間
）

運
行
再
開

・
市
内
10
カ
所
に
給
水
所
を
設
置

・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
が
不
足
し
始
め
る

・�

男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
に
双
葉
地
方
の
老
人

ホ
ー
ム
等
か
ら
避
難

・�

友
好
都
市
で
あ
る「
駒
ヶ
根
市
」か
ら
給
水
の

た
め
の
人
的
支
援
や
物
的
支
援
を
受
け
る

　

�（
そ
の
後
も
、
保
健
師
を
始
め
と
す
る
人
的
支

援
や
物
的
支
援
を
継
続
的
に
頂
く
）

・
市
立
中
学
校
卒
業
式

・
最
大
震
度
６
弱
を
観
測

　
　
住
家
被
害　
　
全
壊　
　
　
11
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
大
規
模
半
壊
・
半
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
７
５
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
損
壊　
５
３
９
９
棟

　
　
非
住
家
被
害　
公
共
施
設　
93
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他　
　
１
４
０
棟

　
　
※�「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半
壊（
生
活
環
境
の

保
全
に
大
き
な
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
も

の
）」と
な
っ
た
家
屋
の
う
ち
１
３
１
棟
は
、

市
費
に
よ
り
解
体
撤
去
。

・
各
避
難
所
へ
避
難
が
始
ま
る

　
（
最
多
時
約
１
０
０
０
人
の
市
民
が
避
難
）

・
東
北
自
動
車
道
通
行
止
め

・
東
北
新
幹
線
・
JR
在
来
線
運
転
見
合
わ
せ

・�

一
般
回
線
電
話
・
携
帯
電
話
が
繋
が
り
に
く

い
状
況

二
本
松
市

1 1
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原
子
力
発
電
所
事
故
が
起
き
、
市
内
の
放
射
線
量
が
急
激
に
高
ま
り

ま
し
た
。

市
で
は
、
３
月
18
日
か
ら
測
定
を
開
始
。

５
月
に
は
、
学
校
の
校
庭
の
表
土
除
去
を
開
始
し
ま
し
た
。

６
月
に
は
、
学
校
に
空
調
設
備
を
設
置
し
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
住
宅
除
染
を
実
施
。
集
合
住
宅
を
含
め
１
万
４
０
０
０
件

以
上
の
住
宅
を
除
染
し
ま
し
た
。

市
内
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
は
１
１
６
カ
所
。

自
家
消
費
用
農
産
物
等
の
放
射
性
物
質
簡
易
測
定
件
数
は
、
約
６
万

５
０
０
０
件
に
上
り
ま
す
。

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
量
測
定
は
、
延
べ

約
３
万
２
０
０
０
人
が
測
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
放
射
能
対
策
と
し
て
、「
測
る
こ
と
」「
記
録
す
る
こ
と
」を

継
続
し
、
市
民
の
安
全
の
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

見
え
な
い
放
射
線
か
ら
市
民
を
守
る

１_多くは手作業で行われた住宅の除染
２_地域ごとに地上保管された汚染土
３_�安達地方に仮置きされている可燃性除染廃
棄物などを焼却により減容化するため、環
境省と安達地方広域行政組合の共同により
建設された安達地方仮設焼却施設

４_�他の市町村に先駆けて、いち早く各学校に
空調設備を設置

５_各地に設置されたモニタリングポスト
６_米の全袋検査
７_自家消費用農産物等の放射性物質簡易測定
８_�ホールボディカウンターによる内部被ばく
量測定

１２

３

４

５

７

６

８

4広報にほんまつ　2021.3
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東
北
本
線

東
北
本
線

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

凡　　例
0.00～0.24μSV/h
0.25～0.50μSV/h

 

平成23年（2011年）６～７月にかけて測定した市内全域の放射線量測定マップ　平均1.11μSv/h

令和２年（2020年）５～６月にかけて測定した市内全域の放射線量測定マップ　平均0.12μSv/h

マップで見比べる
放射線量

除染による効果のほか、物理的減衰などにより、2020年（令和２年）は、
2011年（平成23年）に比べ、放射線量が約89.2％低減しました。
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　　　 緊急情報メール配信サービス
市では、災害が発生した場合などに、緊急情報メール
を配信しています。登録方法など詳しくは、市ウェブ
サイトをご覧ください。
　災害情報…河川氾濫、避難所開設情報 など
　環境情報…光化学スモッグやクマ出没情報 など
　生活情報…道路（通行止め）・断水情報、
　　　　　　新型コロナウイルス感染症に関する情報 など
　防犯情報…不審者情報 など
◎問い合わせ…秘書政策課秘書広報係☎（55）5096

　二本松市公式ＳＮＳ
　災害関連情報も！
　市の情報をリアルタイムにお届けしています！！

◎問い合わせ…秘書政策課秘書広報係☎（55）5096

↑登録はこちらから

災
害
対
策
に「
完
了
」は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
本
松
市
は
、
東
日
本
大
震
災
、
原
子
力
発
電
所
事
故
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
二
本
松
市
民
が
よ
り
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
日
々
、
新
た
な
防
災
体
制
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

二
本
松
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し

　
平
成
26
年
６
月
、
従
来
の
計
画

を
見
直
し
、「
原
子
力
事
故
災
害

対
策
計
画
」を
含
め
た
新
た
な
計

画
と
し
ま
し
た
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
は
、
二
本
松
市
役
所
か
ら
約

56
㎞
の
距
離
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
見
直
し
で
は
、
原
子
炉
施

設
か
ら
放
射
性
物
質
ま
た
は
放
射

線
が
異
常
な
水
準
で
事
業
所
外
へ

放
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
原
子
力

災
害
を
防
止
し
、
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
旧
を
図
る
た
め
の
対
策
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。

情
報
伝
達
手
段
の
強
化

　
平
成
26
年
７
月
、
登
録
制
緊
急

情
報
メ
ー
ル
の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル
で
は
、

地
震
関
連
だ
け
で
な
く
、
河
川
の

氾
濫
や
避
難
所
開
設
情
報
、
防
犯

情
報
な
ど
安
全
の
確
保
に
つ
な
が

る
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
式
の
防
災

ラ
ジ
オ
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
導

入
し
、
市
内
全
域
に
整
備
し
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
災
害
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
の
更
新

　
令
和
元
年
５
月
、
洪
水
、
土
砂

災
害
、
地
震
、
火
山
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め

の
総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
市
内
全
戸
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
防
災
出
前
講
座
や
自
主
防
災

組
織
の
立
上
げ
に
向
け
た
説
明
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

二本松市役所
●

●第一原発
●第二原発

約56km

約60km

地域防災計画QRコード

防災出前講座
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備
蓄
品
の
充
実

　

震
災
を
教
訓
に
、
住
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
避
難
所
に
保
存
水
や

保
存
食
の
備
蓄
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
、

非
接
触
型
体
温
測
定
器
、
間
仕
切

り
等
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

準
備
し
て
い
る
備
蓄
品

・
毛
布

・
保
存
水

・
保
存
食

　
（�

ア
ル
フ
ァ
米
、
ク
ッ
キ
ー
、

液
体
ミ
ル
ク
等
）　
な
ど

【
感
染
症
対
策
】

・
マ
ス
ク

・
手
指
消
毒
剤

・
間
仕
切
り（
組
立
式
テ
ン
ト
）

・
非
接
触
型
体
温
測
定
器

・
簡
易
ベ
ッ
ド　
な
ど

これまでに実施した防災訓練の様子

防
災
訓
練
の
実
施

　
市
で
は
、
毎
年
９
月
、
二
本
松

警
察
署
や
北
消
防
署
、
消
防
団
、

赤
十
字
奉
仕
団
、
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
、
地
元
行
政
区
等
と
一
緒
に
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
大
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
て
、
は
し
ご
車
に
よ

る
救
助
訓
練
や
倒
壊
家
屋
に
巻
き

込
ま
れ
た
車
両
の
中
の
運
転
手
を

救
出
す
る
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
感
染
症
が
広
ま

る
中
で
の
避
難
や
救
助
を
想
定
し

た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
各
地
域
持
ち
回
り
で

実
施
さ
れ
、
今
年
は
９
月
に
東
和

地
域
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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（協定締結順）
協定締結先 協定内容

震　
災　
前

東京都葛飾区 相互応援に関する協定
埼玉県越谷市 相互応援に関する協定
広域圏内構成自治体 福島・宮城・山形広域圏災害時相互応援協定
長野県駒ヶ根市 相互応援に関する協定
一般社団法人安達医師会 医療救護に関する協定
二本松管工事組合 地震等災害時の応急給水及び復旧に関する協定

震　
災　
後

NPO法人コメリ災害対策センター 物資供給に関する協定
埼玉県富士見市 相互応援に関する協定
福島県ＬＰガス協会二本松支部 ＬＰガスの供給協力に関する協定
二本松市社会福祉協議会 災害ボランティアセンターの設置に関する協定
株式会社ゼンリン 地図製品等の供給等に関する協定

茨城県日立市 原子力災害時における日立市民の県外広域一時滞在に
関する協定

東北電力ネットワーク株式会社福島電力センター 災害時の協力に関する協定
二本松地区ハイヤータクシー経営者協議会 タクシー車両による緊急輸送に関する協定
福島県社会保険労務士会 労働・社会保険等の相談に関する協定
二本松市建設事業協同組合 応急対策業務・内水処理業務の支援に関する協定
日本郵便株式会社二本松郵便局 日常の防災活動・災害時の対応等、包括連携協定
福島県葬祭業協同組合・福島県霊柩自動車組合 葬祭用品の調達等に関する協定
東北地方整備局福島河川国道事務所 相互応援に関する協定
株式会社東昇コンサルタント 無人航空機による情報収集活動（撮影等）に関する協定
一般社団法人ＡＺ-ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク
株式会社 丸や運送 物資の緊急輸送等に関する協定

福島県旅館ホテル生活衛生同業組合岳支部 宿泊施設の提供等に関する協定
株式会社ポラリス（アーバンホテル二本松） 宿泊施設の提供等に関する協定
株式会社ウッディ振興社 宿泊施設の提供等に関する協定
株式会社ダイユーエイト 物資の供給に関する協定

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　
　
避
難
所
の
運
営

　
避
難
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
検

温
、
手
指
消
毒
、
施
設
消
毒
、
換

気
等
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

行
い
ま
す
。

　
避
難
者
に
対
し
て
も
、
問
診
を

行
い
、
年
齢
や
体
調
に
応
じ
た
避

難
ス
ペ
ー
ス
へ
の
振
り
分
け
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
指
定
避
難
所
で
の

密
を
防
ぐ
た
め
、「
分
散
避
難
」と

し
て
、「
安
全
な
場
所
に
住
ん
で

い
る
方
は
自
宅
で
避
難
す
る
」「
危

険
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
方
は
、

市
の
避
難
所
以
外
に
も
、
安
全
な

親
戚
・
知
人
宅
や
地
区
の
集
会
所

等
へ
避
難
す
る
」と
い
っ
た
避
難

先
の
分
散
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
と
市
内
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
等
と
の
間
で
、
配
慮
が

必
要
な
避
難
者
に
対
す
る
宿
泊
施

設
の
提
供
に
関
す
る
協
定
の
締
結

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

避難所に入る際の検温
（令和２年度防災訓練）

災
害
協
定
の
充
実

　
震
災
前
か
ら
各
自
治
体
や
医
師

会
等
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
し

た
が
、
震
災
を
教
訓
に
、
大
規
模

災
害
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
態

に
備
え
る
た
め
、
多
く
の
関
連
団

体
等
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
き
ま

し
た
。（
下
表
の
と
お
り
）

埼玉県富士見市との災害時の相互応援に関する協定締結式
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～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

市
民
が
主
役
。

二本松市長

　
平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
2
時

46
分
、
世
界
最
大
級
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生
。

家
屋
の
倒
壊
、
道
路
通
行
不
能
、

断
水
、
停
電
、
情
報
網
の
遮
断
、

学
校
、
体
育
施
設
、
農
業
用
施
設

な
ど
に
甚
大
な
被
害
。

　

当
時
私
は
、
市
民
の「
命
と
安

全
を
守
る
」こ
と
を
最
優
先
に「
二

本
松
市
災
害
対
策
本
部
」を
設
置

し
、
余
震
が
続
く
中
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
保
と
災
害
復
旧
に
昼
夜

を
問
わ
ず
、
市
民
、
市
職
員
の
力

を
結
集
し
て
対
応
に
当
た
り
ま
し

た
。 

　
地
震
発
生
も
束
の
間
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
が
爆
発
。

　
空
気
も
、
大
地
も
、
森
も
、
美

し
い
自
然
環
境
も
放
射
能
で
汚
染

さ
れ
、
放
射
能
と
の
戦
い
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
二
本
松
市
は
、
浪
江
町
か
ら
４

千
名
を
超
え
る
人
々
を
受
け
入
れ
、

そ
し
て
、
大
気
中
の
放
射
能
か
ら

子
供
を
守
る
た
め
窓
を
閉
め
て
授

業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
他
自
治
体

に
先
駆
け
小
・中
学
校
、
保
育
所
・

幼
稚
園
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。
市
民
の
生
命
、
健
康
、
安

全
の
た
め
の
放
射
線
量
調
査
、
農

産
物
の
検
査
、
米
の
全
量
全
袋
検

査
を
実
施
し
、住
宅
を
始
め
、学
校
、

工
場
、
道
路
、
農
地
等
の
除
染
と

被
災
者
の
生
活
再
建
、
雇
用
対
策
、

農
業
・
中
小
企
業
の
経
営
再
建
に

全
力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
農
業
、
商
工
業
、

観
光
等
、
放
射
能
の
風
評
被
害
、

公
共
施
設
、
産
業
基
盤
の
早
期
復

旧
と
国
の
財
政
支
援
を
国
と
東
京

電
力
に
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　

３
・
11
は
、
世
界
が
変
わ
り
、

日
本
が
変
わ
る
。「
歴
史
の
分
水

嶺
」で
あ
り
ま
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復

興
と
世
界
的
に
蔓
延
す
る
コ
ロ
ナ

か
ら「
市
民
の
命
と
健
康
を
守

る
。」こ
と
を
最
優
先
に「
感
染
防

止
」「
生
活
を
守
る
」「
経
済
再
生
」、

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
輝
く
未
来
を
創
造
す

る
た
め
の
10
年
間
の
市
政
運
営
の

基
本
と
な
る
新
し
い「
二
本
松
市

総
合
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。
震
災
前
よ
り
も
、
そ
し
て

今
よ
り
も
、
も
っ
と
豊
か
に
、
し

あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
二

本
松
を
築
く
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

明
日
へ
　
つ
な
げ
よ
う
!!

　
高た
か
の野　
結ゆ

い衣
さ
ん　
（
木
幡
）

　
母
・
小さ

ゆ

り
百
合
さ
ん
は
、
福
島

市
の
病
院
で
、
震
災
が
起
き
る

５
時
間
ほ
ど
前
に
、
結
衣
ち
ゃ

ん
を
出
産
。
帝
王
切
開
だ
っ
た

た
め
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い

中
、
結
衣
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し

た
状
態
で
、
ベ
ッ
ド
ご
と
病
院

の
駐
車
場
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
雪
が
舞
う
屋
外
は
あ
ま
り
に

寒
く
、
居
合
わ
せ
た
方
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
を
お
借
り
し
て

寒
さ
を
し
の
い
だ
そ
う
。
そ
の

後
、
数
日
間
病
院
に
い
た
も
の

の
、
父
・
英ひ

で
お夫

さ
ん
も
ガ
ソ
リ

ン
が
手
に
入
ら
ず
、
病
院
に
来

れ
な
く
て
、小
百
合
さ
ん
は「
さ

み
し
か
っ
た
」そ
う
。

　
あ
の
日
か
ら
10
年
。
結
衣
さ

ん
は
小
学
４
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
風
邪
も
引
か
ず
丈
夫
に

育
っ
て
い
ま
す
。「
震
災
が
あ
っ

て
も
産
ん
で
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
し
、
つ
ら
い
事
が
あ
っ

た
時
で
も
、
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
が『
大
丈
夫
だ
よ
』っ
て
い

つ
も
言
っ
て
く
れ
て
う
れ
し

い
」と
話
し
て
く
れ
ま
す
。

二
本
松
市
消
防
団

　
団
長　
野の

ぢ地　
政ま
さ
あ
き秋

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
川
崎
）

　
当
時
、
安
達
地
区
隊
で
分
団

長
を
務
め
て
い
た
野
地
さ
ん
。

地
震
発
生
後
、
消
防
団
員
で
手

分
け
を
し
て
、
一
人
暮
ら
し
の

方
の
安
否
確
認
や
が
け
崩
れ
な

ど
の
見
回
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
10
年
間
で
、
震
災
を
経

験
し
た
人
達
が
新
た
な
団
員
に

な
り
、
以
前
に
比
べ
、
災
害
に

対
し
て
敏
感
な
団
員
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
そ
う
で
、

指
示
を
待
た
な
く
て
も
、
見
回

り
や
警
報
活
動
を
自
主
的
に
行

い
、
そ
の
早
め
の
行
動
が
火
災

の
予
防
に
繋
が
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、「
内
水
対
策
」

や「
一
人
暮
ら
し
の
方
の
見
守

り
」に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
し
て
は
、
団
員
の

人
数
不
足
が
課
題
だ
そ
う
で
す

が
、「
生
業
の
か
た
わ
ら
、
昼

夜
を
問
わ
ず
、
消
防
団
活
動
に

携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
団
員
に

感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
昔
は
上

下
関
係
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

訓
練
は
規
律
正
し
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

昔
の
し
が
ら
み
を
無
く
し
て
、

訓
練
以
外
は
、
み
ん
な
で
明
る

く
透
明
感
の
あ
る
消
防
団
活
動

を
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高野さんご家族　後列左から英夫さん、小百合さん
前列左から小

こはる
春さん、結衣さん、暖

の あ
彩さん

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い 

～
あ
の
日
か
ら
10
年
～


